


プログラムの実施の概要 

プログラムの最初に、科研費の説明をした。その後、実験の説明として、 

「炭素―炭素結合を作る方法（講師：山崎祥子）」の話を行った。 

具体的には、①フリーデルクラフツ反応により、ベンゼン環の反応性、特徴を利用し、炭素-炭素結合の形

成を行うことができること。②ウィティッヒ反応で炭素-炭素二重結合が形成できること、私たちの研究で主に活

用している反応性の高い物質をウィティッヒ反応で合成していることなど。 

以下の実験を通して、有機合成の技術を学び、また私たちの生活に重要な有機合成の魅力・面白さを紹介

した。 

・実験①-1 「フリーデルクラフツ反応による炭素-炭素結合の形成」で、ベンゼン環の反応性、特徴を利用し、

炭素-炭素結合の形成を行った。 

・実験①-2 私たちの研究で主に活用している物質の原料をウィティッヒ試薬の合成を行った。 

・実験② 合成したベンゼン誘導体を再結晶により精製した。 

・実験③ 融点測定を行った。 

・実験④ 合成した物質の構造を確かめるため、核磁気共鳴スペクトル(NMR)を行い、高校・中学校にはない

分析装置を体験した。 

 

【受講生に分かりやすく研究成果を伝えるために、また受講生に自ら活発な活動をさせるためにプログラムを

留意、工夫した点】 

研究成果を分かりやすく伝えるためにスライドを工夫し説明した。 

受講生に自ら考察させるために、プログラム実施時にテキストを配布し、読んでもらった。 

実験では、それぞれが実際に実験することにより、実験操作や実験器具に慣れることができた。 

合成した生成物の収量を秤量し、化学反応式から収率を計算することにより、理解を深めることができた。 

実施協力者（学部生・大学院生）を各班に配置し、受講生に親しみやすい環境にした。 

 

【当日のスケジュール】 

9:40-10:00 受付（奈良教育大学・化学第１実験室前） 

10:00-10:20 開校式（挨拶、オリエンテーション、科研費の説明） 

10:20-11:00 実験①-1「フリーデルクラフツ反応による炭素-炭素結合の形成」 

実験①-2「ウィティッヒ試薬の合成」 

11:00-11:15 休憩 

11:15-12:00 実験②再結晶 

12:00-13:00 昼食・休憩（大学） 

13:00-13:45 実験③融点測定 

13:45-14:00 休憩 

14:00-14:45 実験④NMR 測定 

14:45-15:30 赤外吸収、高速液体、ガスクロマトグラフィー、研究室見学 

15:30-16:00 ディスカッション 

16:00-16:30 修了式（アンケートの記入、未来博士号の授与） 

16:30 終了・解散 

 

 

 

 



【実施の様子】 

     

試薬を計り取る。  

    

再結晶。  

      

収率の計算。                           NMR の測定。                   

 

【事務局との協力体制】 

実施代表者と事務局で役割を分担し、協議しながら本プログラムを円滑に実施するための協力体制を構築

した。具体的には、プログラムの実施にかかる企画・運営業務を実施代表者が担当し、事務局はプログラム実

施の補助として、書類の作成・確認、物品の発注、参加者の募集やポスター作成、コロナ対策の準備、当日の

受付や写真撮影等の事務的な支援を行っている。 

【広報活動】 

大学ホームページに募集ページを作成し、広く学内外に周知するとともに、実施代表者、実施協力者が、こ

れまでに研究等で協力体制にある複数の近隣の学校にコンタクトし PR を依頼している。 

【安全配慮】 

以下の安全配慮を行い実施した。 

・実験の安全確保のため、受講者４人に対し１人の割合で実施協力者を配置する。 

・実施協力者は、事前に予備実験を行い、また安全講習を行う。 

・当日実験の前に受講生に安全に関する注意を説明する。 

・実験を行う際には保護メガネ、マスク、手袋を着用させる。 



 

・レクリエーション保険契約（受講生対象）に申し込む。 

なお、今年度はコロナ感染症対策として以下の対策を実施した。 

・会場の入り口には手指用の消毒液を設置する。  

・講師・実施協力者はプログラム打合せ前に検温し、37.0℃を目安とする発熱や咳、呼吸困難等の症状がある

場合は参加させない。受講生についても受付時に検温し同様とする 。  

・受講生を１グループ３～４名に分け、座席を指定する。 

・付き添い、見学者は部屋の端かドア（前と後ろ２か所）の外から見学する。 

・実験室はドラフト、換気扇を稼働させ、１実験台に３-４名とする。ドラフトを使用する際にも密集しないように

受講生１名に実施協力者１名が見守る。 

・ＮＭＲ室、測定室見学の際は、受講生１-２名に実施協力者が順番に説明する。 

・実験の前後には手洗いを徹底する 。 

・当日休憩時間は別教室を用意し、昼食を持ち込んで摂る人については、間隔を空けて座るよう伝える 。 

・実験室等は、休憩時に換気を行う。 

・修了式において未来博士号の授与は手渡しで行わない。 

 

【今後の発展性、課題】 

今年度は、本学大学際と日程を合わせ実施することにしていたが、新型コロナ感染拡大のため、大学祭は

中止となり、感染症対策を徹底し三密を避けた上で本プログラムを単独で開催することとなった。実施におい

ては、実施協力者によるきめ細やかな指導がしっかりとできており、問題なく予定通りスムーズにプログラムが

実施することができた。高校生・中学生にとって、普段触れることのない薬品や実験器具を用いた実験は貴重

な体験であり、それはアンケートが好評であったことからも窺え、この結果から、プログラムの目的を達成する

ことができたと思われる。 

今後は、実験内容について、毎年合成実験を変え実施することで、リピーターにはさらに理解を深めること

ができるように、また、理科が好きな高校生・中学生だけではなく、理科が苦手な高校生、中学生にも実験の

楽しさや、有機合成の現代社会における重要性について学んでもらえることを期待している。 

今年度は、近隣の学校への広報活動以外に日本学術振興会ホームページで参加登録された方がはじめ

は多くいたが、開催前に確認したところ、３名のみとなり、当日キャンセルが 1 名、実際には 2 名がホームペ

ージからの単独参加であった。初期の参加登録のため、開催前に満席で、登録が不可能になった。しかし、実

際にはキャンセルが多かったため、参加者募集方法は今後の課題である。 

 


